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(57)【要約】

【課題】　天然由来の物質を有効成分とする血管新生阻

害剤を提供すること。

【解決手段】　サケ軟骨に含まれるプロテオグリカンや

その酵素分解産物を有効成分とする。サケ軟骨に含まれ

るプロテオグリカンはサメ軟骨に由来するコンドロイチ

ン硫酸よりも優れた血管新生阻害作用を持ち、その作用

は熱処理をしても低下することがなく、血管内皮細胞の

生育に影響を与えない。また、サケ軟骨に含まれるプロ

テオグリカンを酵素分解すると血管新生阻害作用が高ま

る。

【選択図】　図１
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